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第1章 目的と内容 

 

1.1  目的 

平成 42年度末の北海道新幹線（新函館北斗・札幌間）開業により、長万部駅は、道南はもと

より、後志・胆振・日高地方を含めた広域の玄関口として、これまで以上の役割が求められる。 

さらには、新幹線開業を契機として、将来の長万部町発展を見据えたまちづくりに向け、官

民が一体となって取り組んでいく必要がある。 

本計画は、平成 27年度に策定した「新幹線を核としたまちづくり実行計画（以下、まちづく

り計画）」のビジョンを踏まえつつ、駅周辺におけるまちづくりを具体的に進めていくための計

画として作成するものである。 

 

1.2  内容 

1.2.1  新幹線駅周辺整備方針 

(1) 計画条件 

これまでの検討の経緯や道路ネットワークの必要性、各種調査結果からの現状と課題及び

今後の方向性について、歩行者交通、自動車交通、公共交通、交通結節点施設、観光交通、

まちづくりの各項目について検討を行う。 

 

(2) 長万部駅乗降客数 

新幹線による誘発需要を加えた将来の長万部駅の乗降客数について算出した上で、駅前広

場関連交通量を算出する。 

 

(3) 将来交通量の予測 

将来交通量予測フローについて検討した上で、将来交通量及び新幹線新駅関連交通発生集

中量、配分交通量について予測を行う。 

 

(4) 駅周辺交通計画 

まちづくりと交通施策展開の方向性、駅周辺整備地区の位置付けを踏まえ、将来交通量推

計による道路網検討案の評価と交通施設配置案について評価を行う。 

 

(5) 長万部駅周辺道路網 

交通量推計結果を踏まえ道路駅周辺道路に求められる機能を発揮するために必要となる道

路空間構成について検討を行う。 

 

(6) 将来乗降人員等による施設規模の算出 

98指針に基づく施設規模の算出を行った上で、自由通路、駐車場整備可能量について検討

を行う。 
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1.2.2  二次交通対策 

(1) 地域構造 

長万部エリアの商圏や通院圏、通勤・通学圏など地域構造に関連するデータの収集・整理を

行う。 

 

(2) 交通網の現状 

長万部エリアの道路交通量や公共交通ネットワーク等について関連するデータの収集・整理

を行う。 

 

(3) 二次交通対策に向けた課題 

長万部エリアの地域構造や交通網の現状を踏まえ、新幹線開業に向けた二次交通網の構築に

向けた課題について整理する。 

 

(4) 二次交通網対策に向けた視点 

二次交通網検討に向けた課題を踏まえ、今後の二次交通網の構築に向けた視点について整理

する。 

 

(5) 他地域の事例 

国内において近年新幹線が開業したエリアを中心に、長万部地域と地理的条件や需要条件が

類似した地域における新たな二次交通網の構築に関する取組みについて具体的な事例を収集・

整理する。 

 

(6) 今後の対応 

長万部エリアの需要条件や先行事例を踏まえ、今後の二次交通網の構築に向けた戦略や取組

（案）について整理する。 

 

1.2.3  観光交流拠点・情報発信拠点の整備 

(1) 前提条件の整理 

広域の観光交流拠点・情報発信拠点の整備に関するこれまでの検討経緯について整理する。 

 

(2) 類似事例 

新幹線の既開業地域における施設を抽出し、具体的な施設規模や機能等に関する事例を収

集・整理する。 

 

(3) 観光交流拠点・情報発信拠点の整備に向けた方向性 

事例を踏まえ、長万部における広域の観光交流拠点・情報発信拠点の方向性等について検討

する。 

 

1.2.4  中心市街地の活性化方策 

(1) 前提条件の整理 

道道昇格を想定した中心市街地の活性化方策に関するこれまでの検討経緯について整理する。 
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(2) 類似事例 

道内において道道の拡幅事業に際して街なみ環境整備事業等を実施した事例を収集・整理す

る。 

 

(3) 中心市街地の活性化に向けた方向性 

事例を踏まえ、長万部における道道昇格を想定した中心市街地の活性化方策等について検討

する。 

 

1.2.5  長万部温泉の活性化方策 

(1) 内部環境 

長万部温泉の施設規模や収容能力、季節変動、宿泊客の推移、歴史的な経緯等についてデー

タを収集・分析するとともに、道内の温泉宿泊地域におけるポジショニングについて検討を行

う。 

 

(2) 外部環境 

長万部温泉を取り巻く市場環境について分析するとともに、新幹線開業により変化する市場

動向やインバウンド市場の動向などについて検討を行う。 

 

(3) 長万部温泉街の活性化に向けた市場分析 

内部環境及び外部環境の分析結果を踏まえ、ＳＷＯＴ分析などを用いて長万部温泉街の活性

化に向けた市場分析を行うほか、ハード・ソフトを含めた視点で今後の活性化に向けた方策に

ついて検討を行う。 

 

(4) 温泉街のシンボル的な空間づくり 

温泉街全体の空間を高質化させる取組（足湯やポケットパーク等）について、国内他地域の

事例などを参考に検討を行う。 

 

1.2.6  新幹線開業に向けたロードマップ 

(1) 観光振興分野 

観光振興分野において今後推進するプロジェクトの概要や留意事項、想定する事業主体等に

ついて整理する。 

 

(2) まちなみ形成分野 

まちなみ形成分野において今後推進するプロジェクトの概要や留意事項、想定する事業主体

等について整理する。 

 

(3) 交通アクセス分野 

交通アクセス分野において今後推進するプロジェクトの概要や留意事項、想定する事業主体

等について整理する。 
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図 1-1 新幹線駅周辺整備計画の検討フロー 
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